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環八雲が発生した日の気候学的特徴

一1989～1993年8月の統計解析一

糸賀勝美＊1・甲斐憲次＊2・伊藤政志＊3

要　旨

　夏季の日中，東京都の環状八号線道路上空に数列に並んだ積雲が見られることがある．この雲は，一般的に環八

雲として知られている．本研究では，日本付近の気圧配置型ごよみと東京都の気温風のデータを用いて統計解析

を行い，環八雲が発生した日の気候学的特徴を調べた．

　その結果，環八雲は，日本付近が高気圧に覆われた日に多く出現し，環八雲出現日の日中は，環状八号線道路付

近がヒートアイランド，及び海風の収束域となっていることが明らかとなった．

　1．はじめに

　東京都の環状八号線道路上空に主として夏季の午

後，数列に並んで出現する積雲が，塚本（1982，1990）

によって15年ほど前に報告された．この雲は，一般に，

「環八雲」として知られている．

　環八雲に関連する，海風の収束，対流性の雲，ヒー

トアイランドに関しては，従来から研究がなされてい

る．まず，MalkusandStem（1953），StemandMalkus

（1953）は，線形化した方程式系を解くことによって，

熱せられた島に伴う循環により，積雲が形成されるこ

とを示した．Pielke（1974）は，3次元の理論モデルを

用いて，米国のフロリダ半島南部における一般場での

海風系のシミュレーションを試み，海風前線に沿って

上昇気流の強い所では対流雲が発達することを示し

た．木村ほか（1975）はヒートアイランドが都市大気

の立体構造に及ぼす影響について研究した．

　FujibeandAsai（1980）は気象庁と環境庁が1974年

から1976年にかけて合同で実施した「南関東大気環境
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調査」の地上気象観測資料を用いて，東京のヒートア

イランドに伴って，都心に収束する風系が存在するこ

とを示した．米谷（1979）はヒートアイランドの存在

による大気成層の変質と対流雲の形成や活動との関係

を調べるために，数値実験を行った．さらにYonetani

（1989）は，ヒートアイランドが対流雲の発生・発達に

及ぽす影響，及び影響の強さとヒートアイランドの水

平規模との関係を数値シミュレーションにより推定し

た．Yoshikado（1990）は東京湾から都市域に侵入す

る海風の構造を調べた．KimuraandTakahashi
（1991）は数値シミュレーションにより，都市的土地利

用と人間活動が東京都市圏の気温分布に及ぼす影響を

調べた．

　甲斐ほか（1995a）は環八雲の航空写真と衛星画像の

そろっている1989年8月23日の事例について，南関東

の一般環境大気測定局113地点の資料を収集し，詳細な

解析を行った．その結果，環八雲の形成要因として，

環状八号線道路付近のヒートアイランド，東京湾と相

模湾からの海風の収束，大気汚染物質の放出を指摘し

た．さらに，甲斐ほか（1995b）は，東京都世田谷区で

ライダー・ラジオゾンデ観測を行い，環八雲の鉛直構

造を調べた．この観測によると，環八雲は都市混合層

と自由大気の境目，高度約1kmに出現することが分

かった．

　このように最近では，典型的な環八雲出現日につい

ての事例解析や観測により，環八雲の性質や構造が解
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明されつつあるが，まだ気候学的な研究はほとんど行

われていない（甲斐ほか，1994）．すなわち，環八雲は

統計的にどのくらいの頻度で出現し，どのような気圧

配置のもとで出現するかなどの気候学的特徴はよく分

かっていない．

　そこで，本研究では，環八雲出現日の日本付近の気

圧配置型ごよみと東京都の気温，風のデータを用いて

統計解析を行い，環八雲が発生した日の気候学的特徴

を明らかにしようと試みた．

　2．資料と解析方法

　2．1気圧配置型の分類

　最初に，環八雲出現日のおおよその傾向を知るため

に，1982～1993年の夏季，6～8月の環八雲出現日に

ついて，月別に気圧配置型の分類を行った．環八雲出

現日については，塚本（1996）が東京都西部に位置す

る武蔵野市で目視とVTRで常時観測をしている．

VTR観測では魚眼レンズを使用し，監視できる範囲

は東京都区部（池袋，荻窪1渋谷，高井戸，羽田など）

から神奈川県臨海部（川崎，横浜など）である．観測

対象となるのは積雲で，「これらの雲が環状八号線道路

付近の上空に列状分布をし，1つ1つの雲の動きが列

方向と一致するもの」を環八雲としている．

　また，気圧配置型については，一吉野（1978）による

気圧配置型の分類法で作成した気圧配置型ごよみを用

いた（山川，1995）．気圧配置型の分類基準は次の6通

りである．

　1　西高東低（冬型）

　II．気圧の谷

　III．移動性高気圧

　IV．前線

　V．南高北低（夏型）

　VI．台風

　これに従って，環八雲出現日の気圧配置型の出現日

数を調べた．ここでは，移行型・結合型は0．5日ずつ，

単独型の場合を1日として統計している．

　2．2　気温分布図，及び風ベクトル図の作成

　東京都の気温，風については，一般環境大気測定局

で測定された1989～1993年の5年分の8月のデータを

用いた．8月のデータを用いた理由は，環八雲出現日

の気圧配置型の分類をした結果，V（南高北低）型が

一番多く，中でも8月はV（南高北低）型の占める割

合が一番多く，また月別出現日数も最も多いからであ

る．なお，この解析に用いた東京都一般環境大気測定

局は35地点であり，その配置を第1図に示す．

　この測定データを用いて，環八雲出現日の平均気温

分布図，平均風ベクトル図を3時，9時，15時，21時

について作成した．平均風ベクトルについては，東西

成分と南北成分に分けて平均をとった．

　次に，環八雲出現日の気候学的特徴をみるために，

環八雲出現日の平均気温と全期間の平均気温との差，

環八雲出現日の平均風ベクトルと全期間の平均風ベク

トルとの差を求め，3時，9時，15時，21時について

分布図，ベクトル図を作成した．

　さらに，環八雲出現日の風については，地上収束・

発散の計算を行い，風の収束域を調べた．

　2．3　地上収束・発散の計算方法

　ここでは，平面近似法（PlaneFitting）を用いて，

地上収束・発散の計算を行った（Tanaka　and　Mil－

kovich，1990；甲斐ほか，1995a）．これは，第1図のよ

うに格子点を中心とした単位円を決め，この円内に含

まれる観測点の風の東西成分，南北成分を平面近似す

ることによって，その微分である地上収束・発散を計

算する方法である．なお，今回は単位円の数が少なかっ

たため，分布図ではなく，東西断面のグラフを作成し

た．

　3．解析結果

　3．1環八雲出現日の気圧配置型

　過去12年間（1982～1993年）の6～8月の環八雲出

現日数は，165日である．環八雲出現日の気圧配置型の

分類を行った第1表，第2図から，6月は出現日数が

32日で，7，8月の約半数となっており，IV（前線）

型とIII（移動性高気圧）型の出現頻度が高くなってい

ることが分かる．7月は，出現日数が58日で，V（南

高北低）型とIV（前線）型の出現頻度が高く，6月と

8月の中間の傾向を示している．8月は，出現日数が

75日と3か月の中で一番多く，そのうちV（南高北低）

型の出現頻度が33日と5割近くを占めている．

　また，II（気圧の谷）型，IV（前線）型，VI（台風）

型の出現頻度が比較的高いことが分かる．しかし，こ

れらの気圧配置型は，III（移動性高気圧）型やV（南

高北低）型とともに結合型，移行型として出現するこ

とが多く，単独型として出現することは少ない．

　3．2　環八雲出現日の東京都の気温

　1989～1993年の8月の環八雲出現日数は49日で，そ

の平均気温分布が第3図である．図中の破線は，環状

八号線道路を表している．

14 “天気”45．4．
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1．旧都庁前
2．晴海

3．港
4．国設東京
5．文京

6．城東
7．品川
8．目黒
9．糀谷

10．世田谷

11．渋谷
12．中野
13．久我山
14．荒川
15．板橋
16．石神井
17．練馬北
18．足立
19．葛飾
20．江戸川

21．八王子
22．立川
23．武蔵野
24．青梅
25．府中
26．調布
27．町田
28．小金井
29．小平
30．田無

31．福生
32．狛江
33．東大和
34．清瀬
35．多摩

東京都一般環境大気測定局位置，及び地上収束・発散の計算に用い
た単位円．

第1表　1982年から1993年の6～8月における環八雲出現日の気圧配置型の月別出現日数．

　1型
西高東低

　II型

気圧の谷
　　III型

移動性高気圧

IV型

前線
　V型　　　VI型
南高北低　　台風

合　計

6月

7月

8月

0
（0）

0
（0）

0
（0）

　3

（69．5）

3．5

（45．5）

　9

（49）

11．5
（94）

7．5

（56）

　10
（51．5）

　12
（170．5）

19．5
（179）

13．5
（74）

　5．5

（19）

24．5
（67．5）

　33
（125．5）

0
（7）

3
（24）

9．5

（72）

32
（360）

58
（372）

75
（372）

合計　　　0

　　　　（0）

15．5
（164）

　29
（201．5）

　45
（423．5）

63
（212）

12．5
（103）

165
（1104）

＊気圧配置型の分類は，吉野（1978）による気圧配置型の分類法（1型～VI型）で山川
が作成した気圧配置ごよみを用いた．他の気圧配置型への移行型・結合型は0．5日，単

独型の場合は1日として統計した．

＊（）内は，対象期間における気圧配置型の出現日数．

　3時の気温分布（第3図a）は，都心部に25。C以上の

ヒートアイランドが存在し，西側の郊外（この論文で

は，主に八王子，福生，青梅を中心とした山間部を指

す．）に向かって気温は低下している．最高値は，ヒー

トアイランド中心部の旧都庁前で，25．6。Cを示してい

る．都心部と郊外の気温差は約3。Cである．等温線は

ほぼ南北に走っており，東西方向に気温差が大きく

なっている．

　9時の気温分布（第3図b）は，都心部のヒートアイ

ランドが3時と比較してわずかに北上し，東京湾付近

の港では周辺よりも気温が低くなっている．これは，

東京湾からの海風の進入によるものと思われる．最高
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第3図　環八雲出現日の3，9，15，21時の平均気温分布（1989～1993年，8月）．
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第2図　環八雲出現日の気圧配置型の月別出現頻度
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値は，ヒートアイランドの中心部の文京で，28．5。Cを

示している．また，立川にも27．50C以上のヒートアイ

ランドが存在し，糀谷，江戸川も28。c以上の高温となっ

ている．さらに，西側の郊外よりも調布，多摩の方が

気温が低くなっている．

　15時の気温分布（第3図c）は，3時，9時に存在し

ていた都心部のヒートアイランドは消滅し，新たに環

状八号線道路付近の久我山にヒートアイランドが存在

している．最高値は，ヒートアイランドの中心部であ

る久我山で，32．4。Cを示している．このヒートアイラ

ンドと周囲との気温差は，約20Cである．最低値は，

その西側の調布で29．4。Cを示しており，久我山との気

温差は30Cである．また，府中にも31．50C以上のヒー

トアイランドが存在し，埼玉県境付近の足立も32．5。C

と高温となっている．3時の気温と比較すると，久我

山では8．2。C上昇しており，全観測点の中で最も昇温が

激しくなっている．

　21時の気温分布（第3図d）は，都心部に27。C以上の

ヒートアイランドが存在し，西側の郊外に向かって気

温は低下している．最高値は，ヒートアイランドの中

心部である旧都庁前で，27．1。Cを示している．埼玉県

境付近の練馬北でも27。Cと高温になっている．また，

都心部と郊外の気温差は約20Cである．

　3．3　環八雲出現日の東京都の気温偏差

　先に求めた1989～1993年の8月の環八雲出現日の平

均気温とこの全期間の平均気温との差をとった気温偏

差の分布が第4図である．

　3時の気温偏差（第4図a）は，都心部で大きく，

0．6。C以上を示しており，西側の郊外に向かって徐々に

低下している．最高値は，文京，渋谷の0．70Cである．

16 “天気”45．4．
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（a）環八日の気温偏差　 3：00
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第4図　環八雲出現日の3，9，15，21時の気温偏差分布（1989～1993年，8月）．

また，武蔵野でも0．6。Cと高い値を示している．東京都

全域で正の値を示しており，環八雲出現日は平均より

も，気温が高くなっていることが分かる．この傾向は，

郊外よりも都心部で大きくなっている．

　9時の気温偏差（第4図b）は，都心部よりもやや北

側の文京の1．6。Cを中心として，都心部で1．2。C以上を

示している．また，立川で1．3。C，武蔵野，青梅で1．2。C

と高い値を示している．3時と同様に，東京都全域で

正の値を示しており，環八雲出現日は平均よりも気温

が高くなっている．また，東京都全域で3時よりも大

きな値となっている．

　15時の気温偏差（第4図c）は，東京都全域で1．4。C

以上を示しており，東京都の気温は，環八雲出現日の

方が平均よりもかなり高くなっていることが分かる．

特に，全観測点の中で最高値を示している久我山では，

2．5。Cとなっている．つまり，環状八号線道路付近の久

我山では，環八雲出現日は平均よりも気温が高くなる

傾向が全観測点中で最も強くなっている．また，埼玉

県境付近でも，2。C以上の高い値を示しており，南側

に向かって低下している．9時の気温偏差と比較する

と，文京以外は15時の気温偏差の方が大きく，環八雲

出現日は平均よりも気温が上昇する傾向は，夜問より

も日中に強くなっている．

　21時の気温偏差（第4図d）は，都心部から埼玉県境

にかけて1。Cを示している．最低値は，神奈川県境の

0．7。Cで，東京都全域であまり差が無くなっている．

　3．4　環八雲出現日の東京都の風

　1989～1993年の8月の環八雲出現日の平均風ベクト

ルが第5図である．

　3時の風（第5図a）は，西側の郊外で陸風と思われ

る西寄りの風と北寄りの風が見られる．しかし，東側

にいくにしたがって南風成分が強くなり，環状八号線

道路の西側10km以内では0．5m／s以下の弱い南寄り

の風，環状八号線道路の東側では0．5～1m／s程度の南

東から南南東寄りの風が卓越している．また，都心部

の旧都庁前，荒川では，1m／s以上の強い南南西寄りの

風となっている．

　9時の風（第5図b）は，西側の郊外では東寄りの風

環状八号線道路の西側20km以内では，0．5m／s以下

の南東から南南東寄りの風が卓越している．環状八号

線道路の東側では，南から南南西寄りの風千葉県境

付近では南東寄りの風が卓越しており，東京湾付近，

1998年4月 17
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第5図　環八雲出現日の3，9，15，21時の平均風ベクトル（1989～1993年，8月）．

千葉県境付近では風速1m／s前後となっている．

　15時の風（第5図c）は，東京都全域で風速が2～4

m／sとなり，海風が発達していることが分かる．環状

八号線道路東側の都心部では，南東から南南東寄りの

東京湾からの海風が卓越している．環状八号線道路よ

り西側では，郊外で南東寄りの風が吹いているが，そ

れ以外では南から南南西寄りの相模湾からの海風が卓

越している．環状八号線道路付近，及びその東側で，

東京湾からの海風と相模湾からの海風が合流し，収束

域を形成しているように見える．

　21時の風（第5図d）は，東京都全域で風速が2m／s

前後となっている．環状八号線道路東側の風向は，15

時とほとんど変化していないが，環状八号線道路の西

側では15時よりもやや西向きになっており，相模湾か

らの海風の影響が弱くなっていることが分かる．

　3．5　環八雲出現日の東京都の風の偏差

　先に求めた1989～1993年の8月の環八雲出現日の平

均風ベクトルとこの全期間の平均風ベクトルとの風ベ

クトル差が第6図である．

　3時の風の偏差（第6図a）は，埼玉県境付近，神奈

川県境付近の数か所を除く東京都全域で南から南南東

寄りの風が卓越している．偏差は，旧都庁前が最大で

1．1m／sとなっているが，それ以外では1m／s以下と

なっている．また，偏差は環状八号線道路の東側で大

きく，環状八号線道路の西側の約2倍の大きさとなっ

ている．

　9時の風の偏差（第6図b）は，西側の郊外で南東寄

りの風となっているのを除き，3時と比較するとやや

東向きになっており，南西から南南西寄りの風が卓越

している．大きさは3時とあまり変わらず，3時と同

様に，環状八号線道路東側の偏差は，環状八号線道路

西側の約2倍の大きさとなっている．

　15時（第6図c）になると，偏差は大きくなり，1～2

m／sのものが多くなっている．西側の郊外と東側の埼

玉県境付近では南南東寄りの風となっているが，それ

以外では南南西寄りの風が卓越している．環八雲出現

日は平均と比較して，東京都全域で海風の影響と思わ

れる南風成分がかなり強くなっていることが分かる．

　21時の風の偏差（第6図d）は，15時よりもやや弱く

なっており，東京都全域で1m／s前後となっている．

埼玉県境付近，神奈川県境付近の南南東寄りの風を除

くと，南南西寄りの風が卓越している．
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第6図　環八雲出現日の3，9，15，21時の風偏差ベクトル（1989～1993年，8月）．

　3．6環八雲出現日の東京都の風の地上収束・発散

　環八雲出現日の風（第5図）について，平面近似法

で地上収束・発散の計算を行い，その結果を東西断面

の，グラフにしたものが第7図である．負の値が収束，

正の値が発散を表している．

　3時（第7図a）は，西側の郊外に近い円aでは2．8×

10『5s－1の発散，それ以外では弱い収束となっている．

中でも収束が大きくなっているのは，環状八号線道路

東側の円dと円eで，一3×10－5s－1程度となっている．

環状八号線道路付近では一〇．3×10－5s－1程度のやや弱

い収束となっている．

　9時（第7図b）は，環状八号線道路付近を境として，

西側では2×10－5s－1程度の発散，東側では収束となっ

ている．収束は都心部に近い円dで最大で，一8．1×

10－5s－1となっている．これは，東京湾からの海風の進

入の影響によるものと思われる．環状八号線道路付近

では一〇．1×10－5s－1程度のやや弱い収束となってい

る．

　15時（第7図c）は，円cと円eで収束している．環

状八号線道路東側の円cで一5．8×10－5s－1と収束は最

大となっており，環状八号線道路付近でも一2×10』5

S－1程度の収束となっている．強い収束域が，9時と比

較して都心部から環状八号線道路東側に移ったこと，

また，その両側の円bと円dでは発散となっているこ

とから，東京湾からの海風がさらに内陸に進入し，相

模湾からの海風と合流して，環状八号線道路付近で収

束域を形成していることが分かる．

　21時（第7図d）は，円eで一4．1×10－7s－1の弱い収

束となっているが，それ以外では発散となっている．

郊外に近い円aで発散は最大となっており，5．3×10－5

s－1を示している．環状八号線道路付近では2．5×10－5

s－1程度の発散となっている．

　4．考察
　4．1環八雲出現日の気候学的特徴

　本研究では，まず，過去12年間の観測記録を吟味し，

環八雲が出現した日の気圧配置型を調べた．その結果，

環八雲は日本付近が太平洋高気圧や移動性高気圧に覆

われている日に多く出現していることが分かった（第

1表）．このことより，環八雲は，一般風が弱く晴れた

日，すなわちヒートアイランドや海陸風などの局地循

環の発達しやすい気象条件のとき多く出現するといえ

1998年4月 19



266 環八雲が発生した日の気候学的特徴

（×10－5s『1）

10
　8

　6

　4

　2

　0

－2

－4

－6

－8

－10

（a）3：00

↑

環
八

a

（×10－5s｝1）

10
　8

　6

　4

　2

　0

－2

－4

－6

－8

－10

b C d e

（b）9：00

↑

環
八

a

（×10－5s－1）

10
　8

　6

　4

　2

　0

－2

－4

－6

－8

－10

b C d e

（c）15：00

↑

環
八

a

（×10－5s－1）

10
　8

　6

　4

　2

　0

－2

－4

－6

－8

－10

b C d e

↑

環
八

（d）21：00

　a

第7図

　　b　　　　c　　　　d　　　　e

環八雲出現日の平均風の3，9，15，

21時の地上収束・発散の東西断面
（1989～1993年，8月）．

る．

　次いで，東京都における一般環境大気測定局35地点

の5年間の観測資料を統計解析した．観測資料を環八

雲出現日と全期間に分けて統計をとり，その偏差の分

布を解析した．この統計操作は，環八雲出現日の気候

学的特徴を抽出するのに役だったのではないかと考え

ている．

　統計解析から明らかになった，過去5年間の環八雲

出現日の特徴は，日中，環状八号線道路付近がヒート

アイランド，及び海風の収束域となっていることであ

る．上記のことは，事例解析からすでに指摘されてい

たが（甲斐ほか，1995a），気候学的にも確かめられた

ことは意義が深いと考える．

　このような結果を用いて，現時点で，環八雲発生の

メカニズムを推測すると，次のようになる：環八雲は，

日本付近が高気圧に覆われた日の日中に，東京都全域

で海風が発達することによって，東京湾からの海風と

相模湾からの海風が環状八号線道路付近で収束域を形

成することと，環状八号線道路付近に顕著なヒートア

イランドが形成されることの相乗効果によって，上昇

気流が発達するために発生する積雲であると考えられ

る．

　この推論に対して，いくつか疑問な点もある．その

中の1つは，注意深く見ると，地上のヒートアイラン

ド，海風の収束域，環八雲の三者の位置が必ずしも完

全に一致していないことである．この点については，

われわれは次のように考えている：1994年のライダー

観測によると，環八雲の雲底高度は約1kmで，大気混

合層高度の直上にあたる（甲斐ほか，1995b）．このと

きの観察によると，積雲列の形は，地表面の気温分布

（ヒートアイランド）のみで決まるのではなく，サーマ

ルの段階では大気混合層，そして積雲列を形成した後

は自由大気の条件（風，湿度，気温など）で決まる．

地上付近から大気境界層を経て自由大気に達する間，

サーマルは輸送拡散される．したがって，環八雲と地

上のソースと必ずしも1対1に対応しなくても良い．

むしろ重要なのは，海風の収束域が高温であれば，熱

対流が盛んになり，積雲が形成されやすいことである．

　ここに提出した仮説は，事例解析，統計解析，野外

観測の結果から導いたものである．将来，新しいデー

タが公表され，この仮説が塗り替えられる可能性はあ

る．

　4．2　久我山の高温と設置環境について

　東京都の一般環境大気測定局35地点は，都内のいろ

いろな場所に設置されている．統計解析の際，気温が

統計的に高い地点および低い地点については，現地を

視察し，設置環境を調査した．
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　本研究では，環状八号線道路付近の久我山の高温に

着目した．久我山の測定局は，東京都杉並区の住宅街

の一角にある．日中の気温が周囲よりも2。C以上も高

い点を，われわれは当初，不思議に感じた．大気が安

定した夜間ならばありうることだが，日中，そのよう

な気温の不均一分布があれば対流活動によって解消さ

れるはずである．1994年8月上旬，東京都環境科学研

究所の了解を得て，久我山の一般環境大気測定局でア

スマン乾湿計による比較観測を実施した．その結果，

両方の観測値に有意な差は認められず，久我山の高温

は都市環境によるものと判断した．

　4．3　地上気象要素の分布と環八雲

　環八雲出現日における地上気象要素の分布の特徴と

環八雲との関係を以下に考察する．

　まず，気温分布の大きな特徴は，ヒートアイランド

の中心位置は夜間から午前中にかけて都心部にある

が，午後には西の環状八号線道路付近に移動すること

である．東京の場合，ヒートアイランドの中心位置が

都心部，すなわち熱源（人間活動の中心）にあるのは，

陸風の弱い夜問に限られる．日中は海風の影響により，

ヒートアイランドの中心位置が都心部よりもやや西に

偏る．このことが，東京の都市気候を特徴づけている．

この現象は，典型的な環八雲出現日の事例解析でも指

摘されているが（甲斐ほか，1995a），本研究により気

候学的に確認された．

　風の分布についてみると，環八雲出現日は南寄りの

海風が卓越し，夜間も完全な陸風とはならず，弱い南

風が吹く．気候値を用いて，地上収束・発散を計算す

ると，収束域は午前中，都心部にあり，午後には西の

環状八号線道路付近に移動することが判明した．この

点は，環八雲の成因を説明する上でもきわめて重要で

あるが，都市気候学的にもおもしろい．

　南関東大気環境調査の資料を解析したFujibe　and

Asai（1980）は，無風に近い状態の下で，東京の都心

に収束する低気圧性の風系が存在することを示した．

今回の解析では，夜間よりも日中に大きな収束がみら

れ，しかもその収束域がヒートアイランドと同様に，

午前中から午後にかけて都心部から環状八号線道路付

近に移動している．日中，収束が大きくなる理由とし

て，海風による気流の収束，ヒートアイランドによる

ー対流活動（混合層）の強化などがあげられる．そして，

収束域の移動は，ヒートアイランド循環と海陸風循環

の相互作用によって生じたと考えられる．

　5．まとめ

　本研究では，環八雲が発生した日の気候学的特徴を

明らかにするために，1982～1993年の6～8月の環八

雲出現日の日本付近の気圧配置型の分類，及び

1989～1993年の8月の環八雲出現日の東京都の平均気

温分布図，平均風ベクトル図を作成するとともに，全

平均との比較を行った．また，環八雲出現日の風につ

いては，地上収束・発散の計算を行った．その結果，

環八雲が発生した日の気候学特徴として，以下のこと

が明らかになった．

　（1）環八雲は，日本付近が太平洋高気圧，移動性高

気圧に覆われている日に多く出現している．

　（2）環八雲出現日の東京都の気温は，夜間は都心部

にヒートアイランドが形成されているが，日中は環状

八号線道路付近に顕著なヒートアイランドが形成され

ている．また，環八雲出現日は，昼夜を問わず気温が

平均より高くなっており，日中は特に環状八号線道路

付近でこの傾向が強くなっている．

　（3）環八雲出現日の東京都の風は，夜間から弱い南

風となっており，日中は海風の影響で東京都全域で強

い南風が卓越している．この結果，環八雲出現日の日

中は，東京湾からの南東から南南東寄りの海風と相模

湾からの南から南南西寄りの海風が，環状八号線道路

付近で合流しやすい状態になっている．また，環八雲

出現日は，昼夜を問わず平均よりも南風成分が強く

なっており，この傾向は特に日中に強くなっている．

　（4）環八雲出現日の風については，9時には都心部

に強い収束域が存在するが，15時には環状八号線道路

付近に強い収束域が存在している．

　この結果，環八雲は，日本付近が高気圧に覆われた

日の日中に，東京都全域で海風が発達することによっ

て，東京湾からの南東から南南東寄りの海風と相模湾

からの南から南南西寄りの海風が環状八号線道路付近

で収束域を形成することと，環状八号線道路付近に顕

著なヒートアイランドが形成されることの相乗効果に

よって，上昇気流が発達するために発生する積雲であ

ると推論される．
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